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§１．研究成果の概要 
 

 本研究は、利用可能なエネルギーが制限されているエッジコンピューティング環境において、高

速かつリアルタイムに安心・安全な認識・判断処理を行うことができる機械学習システム、特に、深

層学習システムを実現することを目的に、ハードウェア・アーキテクチャとアルゴリズムの協調による

高精度化、高速化、高電力効率化、高信頼化技術の実現を目指すものである。 

 2020 年度は、(1) 決定論的変分推論に基づく高速なベイジアンニューラルネットワークに関する

研究、(2) サンプリングに基づく変分推論によるベイジアンニューラルネットワークの近似アルゴリズ

ムおよびアクセラレータアーキテクチャに関する研究、(3) 二値化ニューラルネットワークの認識精

度を向上させる新規活性化関数の研究、(4) 確率的振る舞いを許容する投機処理指向・決定木ア

ンサンブルの研究を行った。 
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